
（別紙１） 

事  業  報  告  書 

事  業  名 職業的成長を目的とした「e ラーニングと就業のサポート」 

申 請 分 野 
 

団体指定寄附・分野指定寄附（障害者支援分野） 

目 的 

※事業がどのように対象者・利用者の利便性の向上や支援につながったかなど、事業の目的を記載

してください。 

障害者の就労支援のために「作業環境構築」と「e ラーニング」の構築を図

った。 
① 職業的能力の向上 
② テレワークの支援 
③ ユニバーサルデザインの推進 
④ 障害者アートの支援 

 
 
 

事 業 実 施 の 
地域及び対象者 

※実施する事業内容の対象地域、対象者数について記載してください。 

・香川県内と関西の福祉施設など 
・障害者（高齢者を含む）のテレワーク 
・四国こどもとおとなの医療センター（障害者を含むボランティアスタッ

フ） 
 

具 体 的 な 
事 業 内 容 

※実施した事業内容について、具体的に記載してください。 

目的としている事は障害者の社会活動への参加であり、具体的手段として 

職業能力の開発と、テレワーク（作業委託）で収入につなげる事ができる 

観光関連ソーシャルビジネスの実現です。 

 

実現には専門事業者のサポートを含みますが、実務として必要なスキル

（例えば動画編集）の選択が時代の流れと共に多様化しており、新たな 

対応が必要です。 

 

・e ラーニングの基礎的システムの構築 

 連携している鳴門市の「JCI テレワーカーズネットワーク」の教育シス

テムを香川県内で展開するために「NTT 西日本」のサーバーに移植する予

定であったが不具合がわかり、現実的な対応策として近日中に入会予定の

香川中小企業家同友会 IT チーム会長（エーアールシステム：長町社長）に

依頼して同社契約の「STNｅｔ」のサーバーへ移植する事にしました。 
従いまして、当初計画の補助金は一切使用しません。 
因みに「JCI テレワーカーズネットワーク」と長町社長は eラーニングの連

携を模索していました。 
別途、移行・修正費用が発生しますが、とりあえず先方社内システムに構

築して貰い、都度、必要時に有償利用します。 
最終的にはシステムの著作権を買い取り、サーバーの利用料のみを変動費

とする計画とします。  
 
・①テレワークを目的とした観光用アーカイブの制作。 
・②テレワークを目的とした ZINE（自由編集の小冊子）の制作。 
先ずは、広域観光を目的とした映像を完成させながら、資料としての印刷

媒体データ）を制作しました。制作過程で著作権や各関係先（特に寺院）

の表現方法に制約があり対応に想定以上の時間を要しました。 
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結果的に県内外で多くの行政・外郭団体および寺院などと関わりアーカイ

ブの制作を通して目的でもある関係人口の増大を図れました。 
 
アーカイブ２種 
① 広域観光情報発信用媒体 
② 実施済の「海辺のカフカバーチャル読書会」の媒体を観光プロモーシ

ョンビデオに関連付け、さらに制作媒体の一部を、初級・中級用の体

験版教材として転用しています。 
 
ZINE（自由編集の小冊子） 
上記観光のアーカイブに関連付けた解説本を制作（データ納品） 
※使用目的に合わせてページ数を調整します。 
※印刷に関しては、障害者雇用施設（ティーネット・ヴィグラ、朝日園な 

ど）に発注します。 
 
・ユニバーサルデザインの推進 
媒体（ZINE：自由編集の小冊子）に「NPO 法人カラーユニバーサルデザ

イン機構が関わった、京都市・横浜市の基準を反映させています。 
https://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000179091.html 
 
今後は香川・徳島での普及を目指して、作業委託先（ティーネット・ヴィ

グラ、朝日園など）を含めて障害者のスキルアップを図り、仕事を創出し

ます。 
※大塚製薬の特例子会社（はーとふる川内）にも働きかけています。 
 
・障害者アート（四国こどもとおとなの医療センター：アール・テロワー

ル）の支援。 
数年前から具体策を検討していましたが、障害者アートの商品（善通寺で

販売予定）を完成させました。 
並行して、弘法大師空海生誕 1250 年を機に善通寺の売店で売るための手続

きを進めています。 
第二弾として曼荼羅関連で障害者アート作家の作品を、お遍路さん用に商

品化を進めていますが、仏教美術の見解があり先方の広報担当と相談しな

がらやっています。（５月中に第一弾を完成予定）。 
 

事 業 実 施 の 
効 果 

※事業の実施がどのように今後の法人活動の活性化や基盤強化につながるの

かを具体的に記載してください。 

前提に、新しい取り組みなので半年のスパンで完結させる事は難しく、数

年の継続活動で実績を積み重ねながらより良い形に進化していく事をご

理解いただけますと幸いです。 

・障害者の社会活動参加と職業生活向上の基盤ができた。 
・専業者（プロ）との協働で新型コロナ終結と 2025 年大阪万博を見据えて

観光情報発信側に立ち、専門分野で継続的に活躍できる。 
・広域（香川と関西）での活動としており、県内外で約 20 の行政・外郭団

体および寺院などと関わりながらアーカイブを制作したので目的の関係

人口の増大で情報発信の有効性に期待して頂き、行政間の広域連携の橋

渡しに貢献できると思います。 
・香川県内の福祉事業所（印刷部門）への発注と新たな作業スキルの習得 
 の支援基礎が構築できた。 
 



備 考 

※その他、特にＰＲしたいこと等があれば記載してください。 
・香川県内での事業規模には限界があるので、NPO 法人としての立場で 

県内外の関係者間への働きかけをして瀬戸内海エリア全体の活動として

実現しました。 

・今回は香川と関西ですが、第二弾は中国地方を加えて源平合戦もテーマ

にしながら拡大します。そこには、県内外の障害者ネットワークを実現

できる可能性があります。 

・目的は障害者の社会的な活躍の場を提供する事であり、その為には専業 

者のサポートが必要です。今回制作した「アーカイブ」および「ZINE

（自由編集の小冊子）」は作業のベースになっており、まずは、顕在・潜在 

の意欲ある対象者を「e ラーニング」でスキルを初級→中級に引き上げて

作業ができるようにします。 

 ※香川県内で今回の制作に関して媒体の作業を打診しましたが、実績 

（経験）が無いという回答でしたので県外事業者に依頼（今後のサポー

トも含みます）しました。 

 
（注）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構です。 



（別紙２） 

事 業 実 施 の ス ケ ジ ュ ー ル 

年 月 活動内容 対象者 参加者数 

準備期間 
4 年４月 

～ 
６月 
 
＜前半＞ 
4 年 7 月 

～ 
12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜後半＞ 
５年１月 

～ 
３月１５日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終了後 
 
 

ポイント 

自宅からの「テレワーク」による就業 

＜前半＞ 

「作業環境の構築」と「作業者の育成（e ラーニング）」 

＜後半＞ 

「作業の実施（観光・文化・アート情報を発信）」 

 

 

企画と連携者（関係先）の選定 

・理事長（西村）のプロデュ―スで連携先との作業分担を決 

定したが想定外の問題が頻出し対応に苦慮した。 

 

ｅラーニングとテレワーク 

・テレワーク用の「JCIテレワーカーズネットワーカーズ」の 

e ラーニングシステム移植を NTT 西日本のサーバーで計画し 

たがシステム上の不具合が発覚したため、急遽、現状で選 

択可能な対応策として香川県中小企業同友会の IT チーム

（STＮｅｔ サーバー）に変更しました。 

資金面の事情があり、当初計画を変更して IT チームに最適

なシステムを構築して貰い有償で借用する事にして前記の

事情により無駄な使用料が発生するのを抑え必要最小限の

利用としました。 

 

観光・文化・アート情報を発信 

・テレワークを目的としているので、観光関連事業の具体化 

による仕事の創出を最優先として障害者の現状可能な作業

（媒体加工および印刷含をむ）としてアーカイブおよび関

連する印刷媒体を制作した。 

 

・１２月中旬には、ほぼ完成したが著作権や表現方法に制約 

があり、この問題を解決する為に翌年に持ち越した。 

・媒体提供先と使用可能な最終的な映像・画像の調達と一部 

の寺院や観光課・局などへ使用申請を行った。 

 ※想定する多くの利用者の満足度を上げる為に妥協はしな

かった。 

ボランティアアート 

・「四国こどもとおとなの医療センター」と障害者アートの新 

たな概念（アール・テロワール）でボランティアスタッフ

との協働で作品の製品化を実施した。 

※継続活動の為に「販売」という手法が不可欠であり、その

基盤を構築した。 

※（社福）NHK 厚生文化事業団後援活動 

 

継続活動 

 

制作媒体（①・②）は、使用先の要望に合わせて可能な限り

障害者による再編集実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業者 
受講者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作業者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参加者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 名 
0 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100 名 



 

① プロモーションビデオ確認用 URL 
最終確認用 Youtube 
https://youtu.be/LRQILNDjlAA 
 

② ZINE 確認 
PDF 軽くしました。 
ご確認お願いします。 
https://90.gigafile.nu/0406-da90bbc4a7cdbc7b6a4ecdba11adcf2cf 
 
 

 

（注１）いつ、どこで、何を、どのように、どのような体制で実施したかなどを、詳細に記載してください。 

（注２）企画、準備、成果確認や実施後の振り返りなども含めて記載してください。 

（注３）対象者や参加者数など事業の規模等が分かるように記載してください。 
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収  支  精  算  書 
【収入】                            （単位：円） 

項  目 金額 説  明 
ＮＰＯ基金補助金額 ★   

777,590 
 

自己資金計 2,476 ①＋②＋③＋④ 
 ① 参加料収入 0  

② 会費等 0  
③ 寄附金等 2,476 理事長拠出 
④その他 0 ※内容を具体的に記載してください。 

当初予定の商品販売額（善通寺） 

その他助成金等収入計 0 ①＋②＋③ 
 ① 補助金収入 0  

② 委託金収入 0  
③その他  

 
 

※内容を具体的に記載してください。 
 
 

その他資金収入 0  
合  計 780,066  

  （注）その他助成金等収入はＮＰＯ基金以外の助成金等を受ける予定がある場合に記載してください。 

【支出】 

項  目 金額 うちＮＰＯ基金 
補助金充当額 

説 明 
（使途、積算根拠等） 

委託費 275,000 275,000 ZINE 制作費（データ納品） 
委託費 12,390 12,390 画像加工費 
委託費 30,400 30,400 アプローチマップ製作費 
委託費 459,800 459,800 プロモーションビデオ製作費 
委託費 2,476 0 アプローチ表製作費 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

合  計 780,066 ★  777,590  
 ★の金額は一致するようにしてください。 

（注）補助申請事業についての収支精算額を記入してください。 




